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古
書
の
た
の
し
み
(
令
和
六
年
六
月
) 

 
 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 

一
「
日
本
略
史 
巻
之
一
」
陸
軍
省
蔵
版 

(
文
彫
堂
翻
刻
、
明
治
十
五
年
、
五
二
丁
) 

古
書
價
格
百
圓
也
。
例
言
に
曰
く
、「
我
邦
の
史
書
世
に
乏
し
き
に
非
ず
。
但
記
載
浩
瀚
な
る
を
童
蒙
初

學
毎
に
記
憶
に
便
な
ら
ざ
る
を
苦
む
。
故
に
今
勤
め
て
繁
を
捨
て
要
を
取
り
治
亂
興
廃
の
大
意
を
得
ん
こ

と
を
欲
す
。」
と
。
巻
之
一
に
は
従
元
年
至
一
千
八
百
四
十
年
を
収
録
す
。 

冒
頭
部
分
は
、「
元
年
正
月
神
武
天
皇
橿
原
の
宮
に
即
位
の
是
よ
り
先
き
前
七
年
天
皇
日
向
高
千
穂
の
宮

に
在
り
。」
に
始
ま
る 

 

 

   

二
「
源
注
餘
滴 

全
」
石
川
雅
望
著 

(
國
書
刊
行
會
、
明
治
三
十
九
年
刊
、
非
賣
品
、
本
文
四
八
六
頁
、
索
引
六
六
頁
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。 

本
書
は
源
氏
物
語
の
註
釋
書
に
し
て
、
凡
例
に
曰
く
、「
此
ふ
み
も
は
ら
湖
月
抄
よ
む
時
の
た
め
に
と
て

つ
ゞ
り
つ
。
さ
る
故
に
湖
月
抄
に
く
は
し
く
あ
げ
た
る
こ
と
は
爰
に
は
も
ら
し
て
い
は
ず
」
と
。
契
沖

(
一
七
〇
一
年
歿
)、
眞
淵
(
一
七
六
九
年
歿
)、
宣
⾧
(
一
八
〇
一
年
歿
)
な
ど
の
説
を
縦
横
無
盡
に
引

用
紹
介
す
。 

著
者
の
石
川
雅
望
(
ま
さ
も
ち
)(
一
七
五
四
年
生
れ
、
一
八
三
〇
年
歿
)
は
江
戸
時
代
の
狂
歌
師
・
國

學
者
。 
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三
「
慎
思
録
」
貝
原
益
軒
先
生
遺
著
、
足
立
栗
園
先
生
譯
註
並
び
に
校
訂 

(
東
亜
堂
車
上
叢
書
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
正
價
金
六
拾
錢
、
三
六
四
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。 

貝
原
益
軒
(
一
六
三
〇
年
生
れ
、
一
七
一
四
年
歿
)
の
遺
著
な
り
。 

井
上
哲
次
郎
先
生
(
一
八
五
六
年
生
れ
、
一
九
四
四
年
歿
)、
本
書
籍
の
推
薦
文
に
曰
く
、「
慎
思
録
は
益

軒
晩
年
の
作
に
し
て
、
益
軒
著
書
多
し
と
雖
も
、
彼
が
道
徳
に
関
す
る
學
説
は
大
抵
此
書
中
に
叙
述
せ

り
。
格
言
の
以
て
服
膺
す
べ
き
も
の
、
勝
げ
て
數
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
。 

慎
思
録
冒
頭
は
、「
人
生
れ
て
學
ば
ざ
れ
ば
、
生
れ
ざ
る
と
同
じ
。
學
ん
で
道
を
知
ら
ざ
れ
ば
學
ば
ざ
る

と
同
じ
。」
の
一
節
に
始
ま
る
。 

  

四
「
新
井
白
石
修
養
訓
」
足
立
栗
園
編
述 

(
富
田
文
陽
堂
、
大
正
四
年
刊
、
定
價
金
六
拾
錢
、
三
四
二
頁
) 

古
書
價
格
二
百
圓
也
。 

新
井
白
石
は
(
一
六
五
七
年
生
れ
、
一
七
二
五
年
歿
)
の
著
作
は
よ
り
知
ら
る
べ
き
も
の
と
信
ず
。。 

例
言
に
曰
く
、「
本
書
は
近
世
の
文
豪
新
井
白
石
の
著
書
随
筆
中
よ
り
、
吾
人
の
立
志
修
養
に
資
す
べ
き

文
字
を
抜
萃
し
、
之
に
解
釋
を
施
し
、
以
て
日
常
の
座
右
箴
と
す
る
と
同
時
に
、
漢
文
修
習
者
の
便
に
供

せ
し
も
の
也
」
と
。 

本
書
冒
頭
は
、「
貧
家
讀
書
の
子
は
、
常
に
蔵
書
の
少
き
に
苦
し
み
、
富
家
讀
書
の
子
は
、
常
に
蔵
書
の

多
き
に
苦
し
む
。
貧
富
二
家
の
子
少
⾧
に
し
て
一
書
を
讀
む
も
所
見
還
て
浅
深
あ
り
。」
に
始
ま
る
。 

 

五
「
世
界
教
育
文
庫 

第
二
部
傳
記
篇 

Ⅰ
貝
原
益
軒
、
山
鹿
素
行
、
吉
田
松
陰
」 

(
世
界
教
育
文
庫
刊
行
會
、
昭
和
九
年
刊
、
定
價
貳
圓
) 

古
書
價
格
三
百
三
十
圓
也
。
序
言
に
よ
ら
ば
、
貝
原
益
軒
は
「
和
俗
童
子
訓
」
を
以
て
我
が
國
最
初
の
系

統
的
教
育
書
を
遺
し
、
山
鹿
素
行
は
「
山
鹿
語
類
」
を
以
て
教
育
史
上
に
著
大
の
地
位
を
占
め
、
吉
田
松

陰
は
武
教
講
録
と
女
訓
を
以
て
教
育
眼
を
開
け
り
と
ぞ
。 

本
書
に
は
三
人
の
偉
人
の
教
育
課
程
記
さ
れ
居
り
。
一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
、
益
軒
の
幼
時
に
兄
、
塵
劫
記

(
江
戸
時
代
の
算
術
入
門
書
)
を
探
し
た
る
処
、
益
軒
の
机
中
に
發
見
し
、
叱
り
た
る
と
こ
ろ
、
益
軒
、

本
に
あ
る
算
盤
計
算
法
を
過
た
ず
直
ち
に
行
ひ
た
る
由
。 

  

六
「
演
義 

三
國
志
圖
鑑
」 

(
愛
知
縣
引
揚
者
相
談
所
、
昭
和
三
十
六
年
刊
、
頒
布
特
價
金
参
千
圓
也
) 

古
書
價
格
千
五
百
圓
也
。 
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天
保
年
間
發
行
の
「
繪
本
通
俗
三
國
志
」
を
底
本
と
し
、
圖
版
の
筆
者
は
葛
飾
北
斎
な
り
。
頼
山
陽
の
序

の
筆
跡
及
び
そ
の
現
代
語
譯
を
附
す
。 

山
陽
曰
く
、「
元
来
蜀
魏
呉
の
三
國
の
う
ち
す
べ
て
の
點
で
蜀
は
一
番
正
し
い
が
運
命
に
は
一
番
悩
む
。

関
羽
、
張
飛
、
劉
備
と
次
々
に
死
去
し
、
孔
明
も
ま
た
志
業
達
成
の
半
途
に
て
生
命
を
終
へ
る
。
こ
れ
は

昔
か
ら
口
惜
し
く
も
悲
し
い
事
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
羅
貫
中
の
演
義
の
方
で
は
正
史
に
悶
へ
た
者
も
明
る

い
気
持
で
讀
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
」
と
。 

北
斎
の
桃
園
に
て
義
を
結
ぶ
の
圖
を
こ
こ
に
添
付
せ
む
。 

  

七
「
桑
原
隲
藏
全
集
第
四
巻
」 

(
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
刊
、
定
價
二
千
五
百
圓
、
七
七
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。 

桑
原
隲
藏
(
一
八
七
一
年
生
れ
、
一
九
三
一
年
歿
)
は
、
東
洋
史
學
者
、
京
都
帝
國
大
學
教
授
。
仏
文
學

者
桑
原
武
夫
の
父
親
。 

 

本
書
に
は
、
中
學
生
向
け
に
書
か
れ
た
る
教
科
書
及
び
そ
れ
に
準
拠
し
た
る
教
師
用
の
教
授
資
料
を
収
録

す
。
特
に
後
者
の
教
授
資
料
は
注
目
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ổ
と
な
れ
り
。
小
生
も
大

正
十
三
年
増
補
再
版
本
を
別
途
所
有
せ
り
。「
漢
族
の
起
源
」
よ
り
「
清
朝
末
年
の
制
度
改
革
」
ま
で
の

二
百
四
十
二
項
目
を
詳
述
す
。 

今
日
東
洋
史
を
學
び
直
す
意
義
大
な
り
と
信
ず
。 

 

 

 

(
令
和
六
年
七
月
八
日
受
附
) 

  


